
　

私
は
こ
の
４
月
、
新
た
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
「
庄
内
地
区
地
域
づ

く
り
セ
ン
タ
ー
」
初
代
セ
ン
タ
ー

長
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

降
旗
英
明
で
す
。
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
私
は
、就
任
以
来
、

で
き
る
だ
け
早
く
顔
を
覚
え
て
い

た
だ
く
た
め
、イ
ベ
ン
ト
や
会
議
、

懇
親
会
等
、
時
間
の
許
す
限
り
出

席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
方
々
と
の
交
流
か
ら
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
、
元
気
で
熱
い
人

が
多
い
地
区
だ
な
、
と
い
う
の
が

こ
の
地
区
の
率
直
な
感
想
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
に
と
っ
て
庄
内

地
区
は
少
な
か
ら
ず
縁
が
あ
り
、

親
戚
や
野
球
仲
間
、
友
人
や
仕
事

上
の
知
り
合
い
等
が
多
く
、
新
し
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い
仕
事
、
新
し
い
職
場
と
い
う
慣

れ
な
い
環
境
の
な
か
で
、
大
変
心

強
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
本
市
は
、『
健
康
寿
命
延
伸

都
市
・
松
本
の
創
造
』
を
将
来
の

都
市
像
に
掲
げ
、
そ
の
達
成
に
向

け
、「
人
の
健
康
」、「
生
活
の
健

康
」、「
地
域
の
健
康
」、「
環
境
の

健
康
」、「
経
済
の
健
康
」
そ
し

て
「
教
育
・
文
化
の
健
康
」
の
６

つ
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

は
、「
地
域
の
健
康
」
を
達
成
す

る
た
め
の
主
要
な
事
業
の
一
つ
で

あ
り
、
地
域
課
題
の
把
握
や
解
決

に
向
け
た
支
援
等
を
、
地
域
の
皆

さ
ま
と
共
に
行
う
た
め
の
拠
点
施

設
と
し
て
、
今
年
度
市
内
35
地
区

全
て
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま

と
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
お

困
り
の
点
等
に
つ
い
て
、
市
担
当

部
局
の
職
員
を
交
え
、
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、「
庄
内
地
区
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」
は
、
ゆ
め
ひ
ろ
ば

庄
内
一
階
の
庄
内
地
区
公
民
館
に

同
居
し
て
い
ま
す
。
来
館
さ
れ
る

皆
さ
ん
に
お
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、４
月
に
入
り
、

若
干
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
い
た
し

ま
し
た
。
ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
に
お

越
し
の
際
は
、
お
気
軽
に
声
を
お

か
け
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
私
の
次
に
ご
挨
拶
す

る
丸
の
内
消
防
署
庄
内
出
張
所
の

塩
原
所
長
は
、
高
校
の
野
球
部
の

一
年
後
輩
で
、
一
緒
に
庄
内
地
区

に
異
動
し
て
き
た
こ
と
に
、
や
は

り
縁
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

庄
内
所
が
移
転
し
た
平
成
十
七

年
当
時
と
は
周
辺
の
環
境
が
大
き

く
様
変
り
し
ま
し
た
。
大
型
商
業

施
設
は
、
連
日
多
く
の
人
で
賑
わ

い
、
新
た
な
住
宅
地
や
整
備
さ
れ

た
公
園
で
は
、
子
供
た
ち
の
声
が

絶
え
ま
せ
ん
。

庄
内
救
急
の
発
足

　

子
供
は
七
歳
ま
で
神
の
子
だ
と

言
わ
れ
て
い
る
。
確
か
に
神
聖
な

感
じ
の
と
き
は
愛
く
る
し
く
、
ひ

れ
伏
し
た
い
思
い
が
す
る
が
、
こ

れ
が
神
の
子
か
ー
と
思
う
こ
と
ば

か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
誠
心
誠

意
お
世
話
し
て
や
る
と
、
ど
こ
に

い
て
も
私
を
探
し
て
寄
っ
て
き
て

く
れ
る
。
そ
し
て
、
私
の
坊
主
頭

を
な
ぜ
た
り
体
に
触
っ
た
り
、
時

に
は
匂
い
を
嗅
い
だ
り
。そ
し
て
、

私
は
子
供
た
ち
の
中
に
入
っ
て
遊

ん
で
い
る
。

　

あ
る
時
駄
々
を
こ
ね
凶
暴
に
な

り
、
木
の
棒
を
振
り
回
し
私
の
手

に
当
た
り
出
血
し
た
時
に
は
心
配

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。
Ａ
君
は

最
初
に
会
っ
た
時
か
ら
三
年
に
な

り
ま
す
。
当
時
と
比
べ
る
と
す
ご

い
成
長
ぶ
り
で
す
。
食
事
の
時
に

は
ス
プ
ー
ン
の
使
い
方
も
満
足
に

で
き
ず
手
で
口
に
運
ん
だ
り
汁
を

こ
ぼ
し
た
り
で
自
分
の
子
供
で
も

こ
ん
な
に
悪
か
っ
た
か
と
比
較
し

て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
で
も
現
在

は
上
手
に
お
箸
を
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
笑
う
と
と
て
も
可
愛
い

の
で
疲
れ
な
ど
吹
き
飛
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
子
供
が
元
気
で
い
る
こ

と
が
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
は
体
が
動
く

の
で
で
き
る
だ
け
サ
ポ
ー
タ
ー
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。（
賢
）

「
庄
内
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

セ
ン
タ
ー
長
　
降
旗
　
英
明

庄 内 地 区
平成26年5月1日現在人口

世帯数
　男
　女
合 計

　6,705戸
7,484人
7,513人

14,997人

庄内地区公民館発行 （ゆめひろば庄内）
電話 24-1811
FAX 24-1812

丸の内消防署
庄内出張所長
塩原　久典

　

こ
の
よ
う
な
地
域
の
実
情
を
背

景
に
松
本
広
域
消
防
局
は
、
こ
の

四
月
一
日
か
ら
庄
内
所
に
救
急
車

を
新
た
に
配
備
し
、
人
事
異
動
で

救
急
救
命
士
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

消
防
局
全
体
の
救
急
需
要
は
、

高
齢
化
社
会
も
あ
っ
て
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
当
然
の
結
果
と
し

て
需
要
が
集
中
す
る
松
本
市
中
心

市
街
地
で
は
、
重
複
す
る
需
要
に

丸
の
内 

・
渚
・
芳
川
・
本
郷
の
四

台
の
救
急
で
対
応
で
き
な
い
場
合

が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
様
な

時
に
は
、
市
外
近
隣
消
防
署
か
ら

の
応
援
出
動
で
対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す

る
た
め
に
も
庄
内
所
に
救
急
車
を

配
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

　

発
足
ひ
と
月
で
百
十
二
件
の
出

動
実
績
が
あ
り
、
年
間
で
は
約

千
四
百
件
の
出
動
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
松
本
市
中
心
市
街
地
に
五

台
の
救
急
車
が
配
備
さ
れ
た
こ
と

で
救
急
需
要
に
よ
り
効
率
的
か
つ

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
住
民
の
皆
様
の
安

心
安
全
の
た
め
、
所
員
共
々
誠
心

誠
意
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。



　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育

て
支
援
拠
点
施
設
の
こ
と
を
、
松

本
市
で
は
「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
12
年
６
月
に
、
こ
こ
筑
摩

に
あ
る
松
本
市
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
が

開
設
さ
れ
、
現
在
、
小
宮
・
南
郷
・

波
田
と
、
市
内
に
は
４
館
の
こ
ど

も
プ
ラ
ザ
が
あ
り
ま
す
。
就
園
前

（
主
に
未
就
園
）
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方
が
、
自
由
に
来
館
で

き
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎
日
、

午
前
と
午
後
に
触
れ
合
い
遊
び
や

体
操
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に

数
回
、
絵
本
講
座
や
育
児
講
座
も

開
催
し
、
季
節
ご
と
の
行
事
を
行

う
な
ど
大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
他
に
も

要
望
が
あ
れ
ば
市
内
の
各
地
域
に

出
向
き
、
子
育
て
支
援
を
す
る
出

前
講
座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
中
で
「
こ

ん
な
時
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
？
」「
こ
う
や
っ
て
い
て
、
大

丈
夫
か
な
？
」
な
ど
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
に
ぜ
ひ
出

か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
く

ら
い
の
お
子
さ
ん
や
保
護
者
の
方

た
ち
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
各

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
の
職
員
が
育
児
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
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私
達
、
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
の
職
員

と
一
緒
に
子
育
て
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

サークル紹介 あじさいの会
　庄内に福祉
ひろばが出来
たのが平成９
年で、各地の
民謡を教える
サークルが始
まり、いろい
ろな踊りを教
えて頂きまし
た。そのうち
に庄内地区公
民館が完成し、様々な行事に私達もボランティアで踊ってほしい
と頼まれたので、復習のため、当公民館をお借りして練習してお
ります。先生は居りませんが、教えて頂いた動作を思い出しなが
ら練習します。誰が参加されても、曲に乗って体を動かし、楽し
めます。是非、子供さんを連れてお出かけ下さい。

連絡先　赤羽25-8272

「
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
」っ
て
？

館
長
　
青
木
　
明
子

　

次
号
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民

館
委
員
の
活
動
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

館
報
編
集
委
員
を
募
集
！

　
地
域
の
様
々
な
話
題
や
問
題

な
ど
を
地
域
の
方
々
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方

は
公
民
館
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

お楽しみ会「七福神勢ぞろい！」

おたのしみタイム「親子であそぼう！」

◆
町
会
長

　
牛
久
保
政
則
（
南
新
町
一
丁
目
）

　
有
賀
　
由
延
（
南
新
町
二
丁
目
）

　
鎌
倉
　
良
人
（
逢
初
町
）

○
上
田
　
秀
一
（
新
家
町
）

　
武
居
　
敏
男
（
庄
内
町
）

　
砂
原
ま
き
子
（
豊
田
町
）

○
宮
澤
　
利
幸
（
出
川
町
第
一
）

　
宮
田
　
和
宜
（
出
川
町
）

　
有
賀
　
睦
夫
（
並
柳
）

　
青
木
　
健
太
（
並
柳
団
地
）

　
森
崎
　
　
靖
（
神
田
）

　
筒
井
　
文
男
（
三
才
）

◎
草
間
　
　
秀
（
筑
摩
）

　
小
西
　
倶
彦
（
筑
摩
東
）

　
高
山
　
和
祐
（
中
林
）

◆
公
民
館
の

　 

明
日
を
語
る
会

　（
公
民
館
運
営
委
員
）

◎
草
間
　
　
秀

　
横
山
　
康
仁

　
小
沢
　
　
勝

　
本
南
　
静
代

　
西
口
恵
利
子

　
宮
林
　
孝
子

　
百
瀬
　
雅
仁

　
茂
住
　
光
延

　
大
嶋
　
健
資

　
西
口
　
賢
一

　
横
山
　
正
志

◆
文
化
委
員

◎
小
沢
　
　
勝

　
永
野
　
文
男

　
大
輪
　
敏
雄

　
竹
ノ
内
み
つ
子

　
宮
林
　
孝
子

　
小
泉
紀
代
子

　
中
川
　
　
浩

　
木
村
　
成
雄

◆
図
書
・
視
聴
覚
委
員

◎
本
南
　
静
代

　
小
林
　
幸
代

　
西
口
恵
利
子

　
田
島
　
伊
織

　
杉
田
　
祐
香

　
池
野
　
理
恵

　
降
旗
　
敦
子

　
小
林
　
　
孝

◆
子
育
て
委
員

◎
西
口
恵
利
子

　
小
林
　
幸
代

　
赤
羽
　
蔦
子

　
塩
野
﨑
和
子

　
上
田
　
敦
子

　
草
間
み
ち
よ

　
本
南
　
静
代

　
田
島
　
伊
織

　
池
上
　
佳
代

　
降
旗
　
敦
子

　
伊
藤
　
恵
子

　
上
條
　
里
子

◆
館
報
編
集
委
員

　
平
出
　
賢
一

　
平
林
　
文
子

　
西
口
　
賢
一

　
大
内
　
正
紀

　【
全
市
版
委
員
】

◆
町
内
公
民
館
長

　
高
木
　
常
行
（
南
新
町
一
丁
目
）

　
島
方
　
規
行
（
南
新
町
二
丁
目
）

　
洞
澤
　
喜
光
（
逢
初
町
）

○
平
出
　
賢
一
（
新
家
町
）

◎
横
山
　
康
仁
（
庄
内
町
）

○
増
田
　
敏
次
（
豊
田
町
）

　
竹
内
　
正
美
（
出
川
町
第
一
）

　
鈴
木
　
健
一
（
出
川
町
）

　
横
山
　
幸
信
（
並
柳
）

　
岩
滝
　
美
幸
（
並
柳
団
地
）

　
登
内
　
二
朗
（
神
田
）

　
坪
田
　
良
司
（
三
才
）

　
大
内
　
正
紀
（
筑
摩
）

　
北
村
　
武
郎
（
筑
摩
東
）

　
中
條
　
昌
信
（
中
林
）

平
成
二
十
六
年
度
庄
内
地
区
　
町
会
長 

町
内
公
民
館
長

庄
内
地
区
公
民
館
委
員
（
◎
委
員
長
）

（
◎
会
長  

○
副
会
長
）


